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全　体　構　想

	１　学年、教科・領域
	小学校第６学年　　学級活動

	２　ねらい
	・携帯電話の利便性と内包する問題点を調べ、調べたことを基に話し合う中で、自分が気付かなかった問題点や視点の存在を知り、表面的な感情だけで判断せず、自律的な行動の必要性に気付かせる。

	３　本実践とキャリア教育との関連
	・携帯電話の利便性を経験している小学生は既に相当数いる。このような子どもたちに対し、一概に携帯電話の危険性だけを強調しても理解は得られにくい。本実践では、携帯電話の利便性とともに、利便性に内包される危険や問題を自分たちで調べ、話し合うことを通して、視野を広げたり考えを深めたりし、自律的に行動選択が行えるようにする。

・自分の考えに固執するだけではなく、視野を広げ自らの思考や感情を律しながら、自分の考えを生かしつつ、更に考えを深めていくスキルを身に付けることは、キャリア教育の視点から、意義ある活動である。






小学生に携帯電話は必要か
１　学年、教科・領域　　　小学校第６学年　　学級活動

２　本時の目標

（1） 話合いを通し、携帯電話の利便性と内包する様々な問題点の存在に気付くとともに、事前の調査や話合いを通して、自分の考えを深めることにより、自律的に行動することの必要性に気付くことができる。
（2） 「自己理解・自己管理能力」＜他者と自己の違いの理解・主体的行動＞
３　準備

　○　資料「事前調査の結果」（わいわいレコーダー）
４　展開　　　　　　　　　　　キャリア教育の視点から見て重要なこと（◎）　評価（☆）
	学　習　活　動
	指　導　上　の　留　意　点

	１　問題を共有化する。

・事前の調査結果を確認する。

・結果について考える。
	○画面上で時間軸と空間軸で利便性と起きている問題点を整理して、対立点を明確にする。

	２　本時の課題を把握する。　　　


３　立場による考えの違いをつかむ。
(1) 必要か、不必要か、自分の立場を明確にする。

・いつでもどこでも使えて便利だ。

・GPSや防犯ブザーもあるよ。

・お金がかかる。
・使い過ぎてしまう。

・時間に関係なく呼ばれてしまう。

・だれとつながっているか分からない。

(2) 携帯の問題点を避ける方法や、小学生の生活に必要な利便性なのかの視点で話合いを進める。

・気を付ければ時間や使い過ぎは解決できるよ。

・携帯がなくても困らないよ。

４　自分の立場で考えをまとめる。

(1) 解決策を考える。

(2) 自分なりの結論を発表する。　
	○自分の立場を明らかにして、理由を自分の言葉で語らせる。

○利便性や問題点をつかんでいるが、立場の判断がつかない児童には、立場を留保して話合いに参加させ、考えの深まりを促す。

○携帯電話で、できるようになること、失うことに目を向けさせる。
◎対立する相手の立場に立って、どんな時に必要なのか、携帯電話でなければできないことなのかを、互いの意見を吟味し合うことで考えを深めさせる。

○意識した問題点、利便性を示し、解決策と自分なりの結論を発表させる。

☆対立する立場の考えも含め、吟味した結論にいたったか、発言やノートから判断する。 

	５　教師の話を聞く。
	○深まりきらなかった視点の解決策や、保護者アンケートの結果などを示し、新しいものを活用することと、物事の本質で判断することの大切さを、再度意識させる。
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「小学生に携帯電話は必要か」


（学級活動）


(1) 話合いを通し、問題点に気付き、自分の考えを深めることにより、自律的に行動することの必要性に気付くことができる。


(2) キャリア教育としての目標


「自己理解・自己管理能力」


＜他者と自己の違いの理解・


主体的行動＞





＜学級活動＞


調べ方を工夫して


（図書館・情報教育）





＜社会科＞


私たちの


生活と情報





＜学級活動＞


学級の中の自分





本実践





学級会や


話合い活動へ





学級懇談会等


（保護者との連携）
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